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北極観測と環境問題
平 澤 威 男
最近,南極や北極上空で,オ ゾン層の破壊が進んでい
ます.ま た,炭 酸ガスの増加による温室効果で気温が上
● が り,地球の自然環境が変えられています.本 年7月 開
催 された"サ ミット"でも,地球の環境問題が大きく取
り上げられましたことは,世 界の人々が環境問題につい
て危機感を持ちはじめた現れといえます.
いま,北極に多 くの科学者の関心が集まりはじめてい
ます.こ れは地球規模の環境変動の兆候が最初に現れる
場所が極地だということが,は っきりして きたからであ
り先に述べたオゾン層の破壊も北極や南極ではじめて観
測されました,も し,地球が温暖化 し赤道地帯の平均気
温が1度上がったとすると極地ではその2～3倍 大きく
変化 します.ま た,"北極ヘイズ"と よばれる現象があ
ります.こ れは文明地帯で排出された汚染物質が大気の
流れとともに北極地域に運ばれ,そ の寒さにより一種の
"もや"ま たは"煙 霧"と なって空中に漂 う現象であ り,
地球大気の"汚 れ"を計る物差 しともいえるものです.
このように北極は南極とともに,地 球全体の環境変動に
極めて敏感であり,地球環境を監視するのに最適な場所
といえるのです.
しか し,北極はつい最近 まで開かれた地域ではなかっ
● たのです.こ れは北極の半分近 くがソ連の領土 ・領海で
ある上,米 ソの原子力潜水艦が行き交う"軍事的聖域"
でした,と ころが一昨年,ソ 連のゴルバチ ョフ書記長は,
北極の都市ムルマンスクで,「ソ連は環境保護と科学技
術の分野で他の国々と協力する用意がある」 と演説 しま
した.さ らに 「北極を平和地域にしよう」 と述べ,国 際
協力による環境保護の研究と資源の活用を訴えました.
これは軍事的理由で北極を閉ざしてきたソ連の大きな姿
勢の転換といえます,
この演説を評価 し,北極圏に領土を持つアメリカ,カ
ナダ,ソ連,ノ ルウェー,ス ウェーデン,フ ィンランド,
デンマーク,ア イスランドの8ヶ国が,新 しい国際組織
による北極圏研究の国際協力について話合いを進めてい
ます.こ の組織は南極で大 きな成果を上げている"南極
研究科学委員会"の 例にならい"北 極科学委員会"と い
う新 しい組織を設立 し,領土や領海の枠を越えて,国 際
協力をするのが狙いです,こ の"北極科学委員会"が 南
極の場合のように科学的な研究のとりまとめ.ま た政治
面,軍 事面などの利害の衝突に備え,北極研究の調整機
関としてうまく機能することが強く期待 されています.
ここで,日 本と北極との関わり合いを見てみると,日
本は北半球の中緯度に位置し,直接北極地域 とは関係が
ないように思えるかも知れませんが,北半球の気象の大
きな動 きは,北 極地域で形成される寒気団の発達の程度
に強 く影響 されています,日 本の中長期の天気予報を正
確にするためには,北 極気団の様相を明らかにすること
によって初めて可能 となります,日 本から排出された文
明活動に伴 う様々な汚染物質は大気によって運ばれ,
"ヘイズ"と なって北極の空を覆っています.さ らに日
本からヨーロッパへ飛ぶ旅行者や物資の殆ど全ては北極
圏を越える航空機を利用 しています.こ れらの定期便は
北極圏諸国の気象情報 ・安全運航システムなど目に見え
ぬ多くの援助を受けて初めて運航ができるのです.ま た,
日本は多 くの水産資源を北極圏にたよってお り,将来,
日本で利用する地下資源の多 くも北極圏にたよることに
なるかもしれません.こ のように日本は北極と思いの他,
強い関連を持っているのです.も し,北極が完全に閉ざ
されたとしたら世界の国々のなかで日本が一番困ること
になるかもしれません.海外では,北 半球で幅広い経済
活動をし,北極圏を頻繁に利用する割には,ま だまだ,
北極圏に対する日本の認識や科学的貢献が少ないとする
意見が強 くなってお ります.
このような状況の中で,米,ソ など北極圏諸国を中心
に 「国際北極科学委員会」が組織され,北 極研究が精力
的に進められようとしており,また日本の科学的調査へ
の参加が求められている時,我 が国もこれに対応 して,
北極研究に積極的に関与 してい く必要があ ります.国 立
極地研究所は日本の極地における科学研究の中枢機関と
して,こ れまで主として南極地域の観測 ・研究を行って
きましたが,今 後全国の大学 ・研究機関と共同して北極
圏研究の より一層の充実を計ることを考えております.
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しか し,北極圏は自然環境が厳 しく冬にはマイナス60
度の極寒の地です.こ の北極で各種の観測や研究を実施
するには様々な困難が伴います,経 験 もなく出掛けてい
って,精 度の高い効率的な観測を行うことは不可能です.
幸いに日本の科学者は1956年には じまった第1次 南極観
測以来約35年の極地研究の実積があ り,その間にやしな
われた極地での観測技術は諸外国に比べても決してひけ
を取 りまぜん.北 極研究に応用 しでも充分成果を上げる
ことが可能です.即 ち,国際的にみて も北極研究に価値
ある貢献ができる能力を充分持っているといえます.
現在,考 えられている北極研究のテーマとしては,近
年,大 きな注目を集めている地球規模の環境変動問題が
中心となるのは当然です.オ ゾンの減少,温 室効果を起
こす炭酸ガス,メ タンなど大気中の微量な気体の監視,
またこれらが気候変動にどのように結びついているのか
を調査 しなければなりません.ま た,北極には広大な海
氷や雪におおわれた地域が存在 し,気候変化に最 も敏感
な場所です.そ の面積の変動を調査することにより,温
室効果がどのように起こっているかを調べることもでき
ます.ま た,北極の氷床を掘削 し,その資料を調べると,
凡そ一万年にさかのぼって過去の地球の自然環境を知る
ことができます.現 在起こっている環境変化が異常なも
のなのか,過去にもあったことなのかこれでわかるので
す.北 極周辺の海洋域の自然環境も主要な研究テーマと
なっております.し かし,生産力の強さは全地球的な環
境変動と密接に関連 してお り.このメカニズムがどの様
にして起こっているかを調査するのが目的です.
北極は南極に比べ,文 明社会に近く人間活動による影
響 も大きいため,北 極と南極のデータを比較することに
よって,そ の環境変動に与える影響をよりはっきりと知
ることができます.北 極研究は南極研究とあいまって,
はじめて重要な意味を持ち,どちらが欠けても.地球環
境問題を解 く"カギ"を 失います.そ れは両極地は地球
全体の環境変動に対 して鋭敏なセンサーの役割を果たし
ているからです.北 極と南極から地球環境を監視 して,
人間が文明活動をすることによって作 り出す環境破壊を
防止するための貴重な情報を得ることができるのです.
今後,北 極や南極の研究から得られる事実から.人間
が何を学び,自然環境の破壊をどう押 しとどめるか,そ
の人間の英知が問われているのです.
(筆者:国 立極地研究所研究主幹)
国際気象学 ・大気物理学協会([AMAP)
第5回 科学総会に出席 して
神 沢 博
英 国 の レ デ ィ ング　(Reading)　大 学 で,今 夏,7月31
Bか ら8月12日 の2週 間.こ の 会 議 は開 かれ た.非 常 に
大 きな会 合 で,20余 りの シ ン ポ ジ ウ ムが この 会 議 中 に行
われ た.参 加 者 は,世 界 各 国 か ら約1000名,日本 か らは
約20名程 度で あ っ た.極 地 研 か ら は,私 と山 内氏 が 出 席
した.
開 会 式 で は,英 国 政 府 のUnder　Secretary　of　State
for　the　Environment　(環境 庁 事 務 次 官 と い っ た と こ ろ
で あ ろ うか,女 性 で あ った)が,専 門 家 を 前 に し,オ ゾ
ン問 題,温 室 効 果 ガ ス問 題 につ い て,科 学 的知 見 に裏 づ
け られ た演 説 を30分以 上 に わ た って 滴 々 と行 い,英 国 政
府 の 環 境 問 題 に対 す る関 心 の 深 さを窺 わせ た.タ イム ズ
を は じ め,英 国 の 主 た る新 聞 も.こ の 会 合 に 関 す る記 事
を写 真 付 きで 載 せ てい た.
私 は,中 層 大 気 科 学 シ ン ポ ジ ウ ムで,1988年(昨 年)
の 南 極 に お け る成 層 圏 突 然 昇 温 と浅 く なっ た オ ゾ ンホ ー
ル,1987年と]988年に行 わ れ た 「しらせ 」 船 上 オ ゾ ン観
測,1985年1月 北 極 上 空 の 成 層 圏 界 面 消 失,の3つ の 発
表 を行 っ た.山 内 氏 は,極 域 の リモ ー トセ ンシ ン グシ ン
ポ ジ ウ ムで,第28次 観}則隊 〔主観 測 年=1987年)で氏 自
身 が越 冬 して 観 測 解 析 したNOAA衛 星画 像 デ ー タに よ
る雲 の 導 出の 結 果 を発 表 した.
以 下,私 が 主 に 出席 した 中層 大 気 科 学 シ ンポ ジ ウム を
中 心 に して.私 に 興味 深 か っ た点 を記 す.
Labitzke　(ベル リン 自 由大 学)は 冬 季 北 極 域 下 部成 層
圏 の温 度 の変 動 が,赤 道 下 部 成 層 圏 準2年 振 動 の位 相 に
よ って2つ に分 け る と,太 陽 活 動11年周 期 と非常 に 良 い
相 関が あ る とい う彼 女 の 発 見 を レビ ュ ー し,証 拠 を追 加
した,今 の と こ ろ もっ と も ら しい メ カニ ズ ム は提 出 さ れ
て い な い,テ ィー タイ ム に彼 女 と話 した ら,彼 女 達 の こ
の 話 題 につ い ての 最初 の 論 文 は,投 稿 した雑 誌 の レフ ェ
リーの 一 人が 掲 載 不 可 の 評 価 を し,難 産 の 末,印 刷 に な
っ た と の こ とであ った.彼 女 ほ ど有 名 で な か っ た ら,歴
史 に埋 もれて い た か も しれ な い.
1987年に文 部 省 在外 研 究 員 と して そ の 下 に 私が 滞 在 し
た こ と の あ るHolton　(ワシ ン ト ン大 学1は,　 Mcintyre
(ケンブ リ ッジ大 学)の 提 出 した 基 本 的 考 え 方 を応 用 し.
成 層 圏 の 空 気 が 対 流 圏 の空 気 と入 れ 替 わ る の に 約2,5年
か か る こ とを示 した.独 創 的 な考 え方 を具体 的 な 問題 に
適 用 し.そ の 意義 を分 か りや す く人々 に知 らせ る とい う
彼 の手 法 に は いつ もなが ら感 心 させ られ る.
Neuber　(アル フ レ ッ ドウ エ ゲ ナー 研 究 所)は,1988
年8月 以 来,ス ピ ッツベ ル ゲ ン(北 緯79度)で,オ ゾ ン
ラ イ ダ ー,オ ゾ ン ゾ ンデ に よ って 観 測 され た オ ゾ ンの 鉛
直 分 布 変 動の 結 果 を示 した.こ の オ ゾ ンラ イ ダー は,10
時 間 ほ ど の積 分 を すれ ば,昼 間で も オ ゾ ン鉛 直分 布 を得
られ る と い う特 徴 を もって い る.
Shanklin　(英国 南 極 局)は,フ ァラデ ー 基 地 〔65°S)
で の 地上 観測 で冬(1985年6月1日)に も,夜 光 雲 が 見
られ た こ とを 報告 した.夜 光 雲 が 存 在 す る 中 間圏 界面 付
近(高 度 約80km)で は,夏 の 方 が 冬 に 比べ て低 温 で あ
る(逆 温 度勾 配問 題)こ と に 関連 して,基 本 的 に は水 雲
で あ る と考 え られ て い る夜 光 雲 は,普 通 温度 の低 い夏 に
見 られ る の だ け れ ど も,こ れ は珍 ら しい 例 で あ る.会 議
の 翌 週,英 国 南極 局 を訪 ね た ら,フ ァ ラデ ー 基地 か ら連
絡 が 入 っ て い て,今 年(1989年)も8月2日 に夜 光雲 が
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観測されたとのことであった.南極昭和基地(69°S)で
一.・年を過ごした折 り,夜光雲を観測しようと試みて果た
せなかった者として興味深かった.
Chappellaz　(仏CNRSサンマルタンデール氷河学地
球物理学研究所)が,南 極ボス トーク基地でのボーリン
グによって得られた氷床コアデータを使い.過 去約16万
年のメタン濃度の変動を調べた結果を発表した.こ のコ
アを使 って気温および二酸化炭素濃度を調べた結果は,
既に科学雑誌ネイチャーに発表されて良く引用されてお
り,た くさんの人がこの発表に注目していたらしく,私
と同様 この発表だけを聴きに会場へきていた人も多かっ
た.お おむね,気温が高 く二酸化炭素が多いときに,メ
タンも多い,という変化をすることを示した.
会議の晩餐会は,ハ ンプ トンコー ト宮殿で行われた,
この宮殿は,英国王室に使われているもので,一部分は
一般公開されているが,今回は国際的催しということで
● 特別に晩餐会使用が許されたとのことであった.重力波
の先駆的な研究で有名なHlnes　(アレシボ観測所長)御
夫妻と偶然隣りの席になり,20年以上前に日本を訪れた
ときに,永田武極地研元所長御夫妻に歓迎 された時のこ
となどの話を伺うことができた.
次回の第6回 総会は,国際水文科学協会(IAHS)と
の共催で,4年 後の1993年の夏,日 本(横 浜の予定)で
開かれることになった,
会議の翌週.ケ ンブリッジに,英 国南極局およびケン
ブリッジ大学応用数学 ・理論物理学教室を訪れた.
英国南極局では,1985年にネイチャーに発表 されたオ
ゾンホール発見の有名な論文 を書いたFarman　(1986年
に極地研の気水圏シンポジウムに招 いたことがある)達
に,あ の論文の発表経緯を聴いた.英 国ハレーベイ基地
では,近 い将来,分 光器およびライダー等によるオゾン
観測を計画 しているとのことであった.
ケ ンブ リッジ大学応用 数学 ・理論物理 学教室 の
Mclntyreの研究室 を訪 れた.極 うずの維持 に関する
スーパーコンピュータ　(CRAY)　による数値実験結果
● ・動画を,・ 一・・テーシ・ン(・UN端 末上で見せ
てもらいながら,様々な議論をした.非線形の重要さを
最近盛んに主張しているここの理論グループが,動 画を
色々な角度から眺めることができるハー ドウエア,ソ フ
トウエアを自由に駆使できるような環境を作 り上げ,考
えることのみに勢力を費やしていることに感心 した.
なお,今回の会議出席につき,吉田科学技術財団から
渡航費用の援助を受けた.感 謝いたします.
(筆者:国 立極地研究所データ解析資料部門助手)
国際地質対比計画No.235研究集会および
ゴンドワナ地質学研究
本 吉 洋 一
去 る6月25日 か ら7月4日 まで,オ ー ス トラ リア の
ア リス ・スプ リン グ ス と シ ドニ ー で,上 記 国 際研 究 集 会
が 開 か れ 出席 した.今 回 の 集 会 は,国 際 地 質 対 比 計 画
(IGCP)のプ ロ ジ ェ ク トNo.235「変 成 作 用 と ジ オ ダ イ
ナ ミク ス」 の 一 環 と して,昨 年 の レニ ン グ ラー ドに 引 き
続 き開 催 され た もの で あ る.
集 会 は,オ ー ス トラ リア 北 部 準 州 の アル ン タ ・ブ ロ ッ
ク を中 心 と した エ クス ケ ー シ ョン を皮 切 りに ス ター トし
た.参 加 者 は 合 計30名.う ち,地 元 オ ース トラ リア 以外
か らの 参 加 者 は.ア メ リ カ1.ソ 連3,イ ギ リ ス2,カ
ナ ダ2,フ ィ ン ラ ン ド2,ス ウ ェー デ ン1,フ ラ ンス2.
ア ル ジ ェ リ ア1.イ ン ド1,日 本1で あ った.驚 い た こ
とに,こ れ ら参 加 者 の う ち7名 は南 極 経 験 者 で あ っ た.
ア ル ン タ ・ブ ロ ッ ク は,東 西 約IOOOkm,　南 北 約
450kmの広 が り を も つ 広 大 な地 質 体 で,地 質 構 造,岩
相 に も とつ い て.北 部,中 部,南 部 の3つ の サ ブ ・ブ ロ
ック に分 け られ て い る.岩 石 の 露 出 す る部 分 は,ほ とん
どが 荒 れ地 の 中 にあ り,し たが って,一 週 間 の 目視 の す
べ て を キ ャ ンプ と4WDに よ り,荒 れ 地 の 中 を転 々 と
移 動 す る とい う野 生 味 あ ふ れ る もの と な った.ホ テ ル や
モ ー テ1レに 宿 泊 す る こ と に比 べ た ら は るか に 安 上 りで,
か つ オ ース トラ リ アの 大 自然 を満 喫 で きた この サ フ ァ リ
ス タ イ ルの エ ク ス ケ ー シ ョンは,参 加 者 全 員 に非常 に 好
評 で あ った,夜 は,干 上 が った ク リ ー クの 砂 地 に 直接 寝
袋 を敷 いて,ミ ルキ ー ウ ェ イ を眺 め なが ら眠 りに つ く者
が 多 か った.
エ ク ス ケ ー シ ョンで は,約17～18億 年 前 に 変成 作 用 を
受 け た と され る ア ル ン タ ・ブ ロ ックの 各 地 を見 て 回 り,
特 に低 変 成 腹 側 か ら高 変 成 度 側 へ の 鉱 物 共 生 の 移 り変 わ
り,高 変 成 度 側 で の 部 分 溶 融,シ リ カが 乏 しい 岩 石 に み
られ るサ フ ィ リ ン と斜 方 輝 石 の 共 生 関 係,ケ イ灰 質 岩 石
中 の 共 生 関 係,せ ん断 帯 にみ られ る ラ ン晶 石 と十 字 石 の
共 生 関 係,な ど と興 味 が 集 ま った.
エ ク ス ケー シ ョ ン終 了 後,7月3～4日 の2日 間,シ
ドニ ーの ニ ュ ーサ ウス ウ ェ ール ズ 大 学 で,今 回 の 集 会 の
テ クニ カル セ ッシ ョンが 開 か れ た.集 ま った の は,エ ク
ス ケ ー シ ョン に参 加 した 者 以 外 に,オ ース トラ リア 各 地
の 大 学 及 び 研 究 機 関 の 関 係 者,総 勢50名ぐ らい で あ った.
今 回 の テ ー マ は,「 グ ラ ニ ュ ラ イ ト相 変 成 作 用 」 と い
う こ とで 合計23件の発 表 が あ っ た が,内 容 的 に は.地 域
地 質 あ り,変 成 岩 のP(圧 力)-T(温 度〉 経 路 の 解 析
あ り,P-T経 路 の 地 球 物 理 学 的 解 釈 あ り,実 験 岩 石 学
あ り とい っ た 具合 で,か な りバ ラ エ テ ィー に富 ん で い た.
正 直 な とこ ろ,少 々散 漫 な感 じが しな いで もなか った が,
こ れ は変 成 岩 研 究 の現 状 を反 映 して い る と もい え る.南
極 地 質 に 関係 す る もの と して は5件 の発 表 が あ った.
特 に 印 象 に 残 っ た の は,変 成 作 用 のP-T経 路 の 解 析
が よ り精 密 化 し,各 変 成 帯 の 進 化 の プ ロセ ス が か な り具
体 的 に 論 じられ る よ うに な った こ とで あ る 。 こ れ は,岩
石 中 の 鉱 物 組 織 の 解 明 が 進 み,同 時 に 鉱 物 の 熱 力 学 的
デ ー タが 整 備 され て きた こ とに よ る,ま た,変 成 作 用 と
火 成 作 用 の接 点 と も言 うべ き,地 殻 の 部 分 溶 融 が ク ロ ー
ズ ア ップ され て きた こ と も注 目に 値 す る.グ ラニ ュ ラ イ
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トの 変 成 作 用 と言 え ど も,固 相 間の 反 応 だ けで 議 論 を進
め る時 代 は.最 早 終 わ りを 告げ た と い って も良 い か も知
れ な い.
同時 に,世 界 の 変成 岩研 究 の 中 で,南 極 地質 の 占め る
割 合 が 決 して 低 くは な い こ と も実 感 と して 味 わ った.
南 極 地 質 に 関 す る5件 の 発 表 は.い ず れ も1987/88の
フ ィー ル ドシ ー ズ ンに オ ー ス トラ リア 隊 に 参加 した地 質
屋 に よ る もの で あ った.こ の シー ズ ンに は,筆 者 も含 め
て 合 計10名の 地 質 屋 が 参 加 した もの で あ る が,僅 か2年
足 らず の 聞 に,そ の成 果 の 一部 が 国 際 集 会 で発 表 され て
い る の だ,こ れ も ひ とえ に,そ の 時 参 加 したf可人 かの 大
学 院 生 が,自 分 の 学位 論 文 の テ ー マ と して 南極 地 質 に取
り組 ん で い る か ら に他 な らな い と思 う.オ ー ス トラリ ア
の例 で もわ か る よ う に,大 学 院 生 ク ラ スの 仕 事量 が,そ
の 国 の研 究 活 動 の ポ テ ン シ ャ ルに 比 例 す る こ とは,誰 も
が 認 め る と ころ で あ ろ う.
最 終 日の コ ン フ ァ レ ン ス デ ィナ ー は,シ ドニ ー 湾 の
ハ ー バ ー クル ー ズ船 上 で 催 され た.席 上,今 回の 集 会 の
オー ガ ナ イ ザ ー のB.　J.　Hensenをは じめ,多 くの 出 席
者 か ら,"　See　you　in　Tokyo　ln　1991"　(第6回 南 極 地 学
国 際 シ ンポ ジ ウ ム〉 とい う言 葉 をか け られ た.彼 らの期
待 と我 々 の 大 き な責 任 を感 じと った 今 回 の 集 会 で あ っ た.
(筆者:国 立 極 地 研 究 所 地 学 研 究 部 円助 手)
南極での陸上輸送に関するワークショップに
参加 して
石 沢 賢 二
こ の 会 合 の 正 式 な 名 称 は　「Workshop　nSurface
Transpertation　in　Antarctlca」とい い,主 催 は,　ISTV
(The　International　Soc ety　for　Terrain-Vehlcle
Systems)　と米 国陸 軍 寒 地:【:学研 究 所　(U.S.　Army　Cold
Regions　Reseach　and　Engineering　Laboratory　略 称
CRRELで あ る.南 極 で 本 格 的 に 雪 上1巨が 使 われ だ して
か ら35年が経 過 す る が,こ の あ い だ に あ ま り進歩 は見 ら
れ な い と主催 者 側 は 言 う.最 近,観 測 で も設 営 面 で も雪
上輸 送 に 再 び 関心 が 集 ま って きた の で,ユ ー ザ ー と製 造
者側 が 一 同 に 会 して 将 来 の オ ペ レー シ ョ ン と車両 の 新 し
い ア イデ ア に つ い て 意 見 を交 換 し ま し ょ う,と い うの が
この 会 合 の 目的 で あ る.
ワー ク シ ョ ップ は,1989年7月26日か ら28日まで の3
日間.米 国 東 海 岸 の ボ ス トンか らツ イ ン オ ッ ターで 約1
時 間 ほ ど北 に入 った ニ ュー ハ ン プシ ャー 州 ハ ノーバ ーに
あ るCRRELで 行 わ れ た.　CRRELは 私 に とっ て憧 れ の
場所 で,世 界 で も っ と も訪 れ て み た い研 究所 の 一つ だ っ
た.と 言 うの は,こ こ は寒 地 工 学 に 関 す る様 々 な研 究 を
して お り,グ リ ー ン ラ ン ドの キ ャ ン プセ ンチ ュ リー や南
極 の バ ー ド基 地 な どの 雪 上 基 地 の様 々な 設 営 問 題 を研 究
し解 決 して い っ た所 だ か ら であ る.現 在 我 々が み ず ほ基
地 やあ す か 基 地 で 経 験 して い る 天井 の ク リ ー プ,建 物 の
沈 下,造 水,排 水,エ ネ ル ギ ー 問題 等 に関 して 膨 大 な報
告書がCRRELレポートとして1950年代か ら発行 され
続けている.こ れらのレポー トのほとんどが極地研の図
書室に納められており,これらを覗 く度に応用雪氷学と
もいえる:]1学研究が見事に…人立ちしていることに驚 く
と共に,自 由な発想でこれらの研究に携わる人を羨 まし
く思った.
話は変な方向に行ってしまったが,以上のような興味
ある研究について彼らと話す機会を持つことも,この会
議に出席する私の目的の一つだったのである.さて,こ
の会議に出席 したのは,ユ ーザー側として南極観測に係
る各国の設営関係者,製 造者側 として各国の雪上車,そ
り,ホーバークラフトメーカーの技術者である.人 数は
約50人ほどでこじんまりとしており,ほ とんどの人と顔
見知りになることができた.南 極関係者では,米 国から
NSFの極地計画局の設営担 当者,　ITTの技術 者,
CRRELの研究者,英 国はBASの設営担当者,西 ドイ
ツはウェーゲナー研究所のコーネン博士,フ ランスはエ
ングラー極地研所長,オ ーストラリアからは,キ ャタピ
ラー社の トラクターを扱っているウィリアム ・アダムス
社の技術者.カ ナダは極地大陸棚計画の担当者,そ して
日本からの私である.こ れらのユーザーの代表者は,南
極での車両の使い方の現状 とこれらを使った将来の計画
について発表 した.
私は,現在4種 類ある大原鉄工所製の雪.ヒ車の使い方
と性能,内 陸旅行の際のそりの牽引法 ・ナビゲーション
法などを説明 した後,雪 氷部門が計画 しているドーム基
地での深層ボーリングのために必要な新型雪上車の要求
される性能と技術的問題点について約30分間話をした.
新型雪上車については,機械分科会の雪上車設計{乍業委
員会がちょうど調査報告書をまとめ終わった時期だった
ので,こ の結果を述べることがで きた.
各国の計画のうち,我 々の壮大な計画の次に目に止 ま
ったのは,フ ランスの ドーム計画である.彼 らはデュモ
ン・デュルビル基地から1000km離れた ドームCで ボー
リングする計画を持ってお り,そのための新 しい雪上車
の開発を目指 している.フ ランス本国での製造はできな
いので出席したメーカーに細かい仕様を示 し,新型車の
提案を促 していた.ド ームCは 標高が3200mで夏の輸
送期間の平均気温は一40℃.冬で一75℃でU本 の ドーム
基地に比べると条件はいい.我 々が考えている雪－k車の
仕様は運用温度が一60℃,保存温度が一90℃という厳 し
いものである.彼 らはいまデュモン ・デュルビル基地に
南極で3つ 目の陸上滑走路を造っており,この工事が完
了 したらこの計画を実行するようである.し かし,現在,
滑走路:[二審の進捗率は30%で早 くても1992年以降だろう
と話 していた.そ の他ではオース トラリア隊がモーソン
基地から2000mの等高線沿いにランバー ト氷河の西縁
まで トラバース調査をこの夏に実施する.これらが雪上
車を使った大きな計画である.
米国の発表は,昨 年マ クマード基地に搬入 したホー
バークラフトが海氷での大型動物調査等に活躍 している
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ことと,こ の会合のCRREL側の代表者である有名な
応用雪氷学者マルコム ・メラー博士がこれまで使用され
た様々な車両のレビューをした.西 ドイツは3種類の雪
上車を持 っており,砕氷船 「ポラールシュテルン」から
クレーンで直接コンテナを雪上車のそりに搭載して輸送
する効率の良 さを強調 していた.
メーカー側からは日本を除いて南極に搬入している全
ての雪上車 メーカーが参加 した.各国でよく使われてい
るのは,ス ウェーデンのヘグランド社,西 ドイツのケー
スボーラー社,カ ナダのフォアモス ト社.ア メリカのス
ノキャット社のものである.小 型車で小回りの きく新型
車の提案があったものの,耐寒性能に関しては日本の雪
上車が最も実績があるようだ,
私はこの会合の後もここに留まって設営工学に関する
様々な問題 に対 してCRRELの研究者 と話を した.前
述のメラー博士 とは,大 きな空間を雪と氷だけで造るア
イスドーム計画の問題点,昭和基地の滑走路について.
海氷上に人:|:的に滑走路等を造る構想等についてである.
彼はいま氷上滑走路の研究 をしており.i]1{和基地の陸.卜.
滑走路の舗装にかかる膨大な二1:事を考慮 して氷.ヒへのツ
ンドラタイヤ(オ ーバーサイズタイヤ}の 使用を勧めた.
また,海氷.ヒに海水を散布 し続け厚い氷厚の滑走路を人
工的に造ることも勧めた.私 はこれと似た方法で大陸側
に船が接岸できる桟橋を何等かの方法で造る必要がある
と考えている.ド ーム基地のために大型雪.ヒ車を搬入し
ても大陸に.ヒげるすべがないのだ,ソ連は最近の海氷の
後退でいい接岸点がないため,氷で人工的に桟橋を造る
実験をしていると聞いている.
また,氷 床の建物が専門の トピアソン氏には,あすか
基地の建物の基礎 ・沈下 ・ドリフトによる埋没,造 水 ・
排水法を説明 した.彼 はグリーンランドの1)YE3の建
築にたつ さわった人で,氷 上基地の新しい構想について
話 してくれた.ま た,ア ムンゼン ・スコット基地の更新
計画を調査 しているボストンのある会社は,あ すか基地
の設営設備に非常に関心を示した.
今回のCRREL滞在は,私 にとって非常 に愉快 だっ
た.毎 日夢のような計画をいろんな人と話せるのである.
日本では設営 と這うとすぐ今日 ・明日の現実の話だけで
終わってしまうが,こ れだけでは将来に向けての展望も
開けない.現 実の業務と共に,将来の計画に向けて設営
の調査 ・研究をしておくこともこれらに劣らず大事であ
ると感 じた.
(筆者:国 立極地研究所観測協力室)
第31次南極地域観測隊員決まる
今秋11月14日出発する第31次南極地域観測隊55名(越
冬隊38名,夏隊17名)のうちすでに決定 している隊長,
両副隊長を除く42名が,6月21日に開催された南極地域
観測統合推進本部総会で決定され,同 日発表された.残
る10名及び外国基地派遣者3名については,現 在選考中
である.
第31次隊は,例年どお りの定常観測のほか.宙 空系の
「極域擾乱と磁気圏構造の総合観測 ・テレメトリーによ
る人正衛星観測」気水圏系の 「南極域における気候変動
に関する総合研究(5年 計画4年 次)」雪氷 ・地学系の
「第ll期東クイーンモー ドランド地域の雪氷 ・地学研究
計画(8年 計画2年 次)」生物 ・医学系の 「陸上生態系
構造の研究(4年 計画4年 次)」等 を柱とする研究観測
を実施する.夏期にはセールロンダーネ山地において,
小型ヘリコプターを使用 した.雪 氷 ・地学系及び生物 ・
医学系の研究観測が計画 されている.ま た,あすか観測
拠点では気象観測が定常観測として継続されることとな
った.
第31次南極地域観測隊の夏期総合訓練
第31次南極地域観測隊の夏期総合訓練は,内藤隊長以
下関係者69名が参加 し,長野県にある文部省菅平高原体
育研究場において,6jj22日から6月26日の5日 間にわ
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氏 名
所属 ・職
期 間
研究.課題
〉外国人研究者の紹介く
ジ ョ ンP.ク ロ ク ス オル
　(Dr,　John　P.　Croxa11)
外 国 人 来訪 研 究 員
英 国南 極 調 査所 ・主 席研 究 員
平成 元 年6月1日 一6月10日
バ ー ドア イ ラ ン ドに お け るペ ンギ ン ・オ ッ ト
セ イの 潜 水 と捕 食 行 動 の 解 析
レ来訪者く
63年8月26日～8月27日　 Dr,　PIMIENTA,　P.　(グ ル
ノー ブ ル氷 河 ・地 球 物理 研 究所 研 究 員)
Dr、　KIRCHNER,　S.　(同 研究 員)
8月27日一8月31日　 Dr,　RAND,　J.　(米国 寒 地 研 究 ・
:|:学研 究 所 研 究 員)
9月1日 一9月28B　 Dr.　OHTA,　Y.　〔ノ ル ウ ェ ー極 地
研 究 所 主 任研 究 員)
9月10日　 Prof,　RASCKE,　E.　(ケル ン大 学 教 授)
9月14日一9月171.l　Mr.　SAHOO,　G.　(デリー 大 学 研
究 員)
9月16日一9月22日
Prof、　LELIWA・KOPYSTYNSKI,　」.　(ワ ル
シ ャ ワ 大学 地 球 物 理 研 究 所 教 授)
10月4月 一10月6U　 Mr.　POKHAREL,　A.　P.　(ネパ ー
ル水 資 源 省 水 文 気 象 局 主 任 研 究 員)
Mn　MANANDHAL,　B.　L,　(同 研 究 員)
10月12日　 Dr.　PELLAS,　P,　(フラ ン ス 自 然 史博 物 館 主
導;)
10月27日　 Dr.　SWITHINBANK,　C.　(スコ ッ ト極 地 研
究 所 主 任 研 究 員)
10月28日一－le月30日　 Dr、　 VENKATESWARAN,　K.
(イン ド環境 庁森 林 研 究所 研 究 員)
10月28日～10月31日　 Dr.　HUNTLEY.　T,　(カリ フ ォ ル
ニ ア大 学 サ ン タク ル ー ズ校 講 師)
10Jl29日～11月2日　 Pro「,　TALOR,　L.　A.　(テネ シ ー
大 学 教 授)
10月29日一ー IO月30日　 Prof.　DOYLE,　J.　P.　(アラ ス カ 大
学 教 授)
11月9日 ～11月14日 笑 辿 龍　(Mr,Xi　DiLong,中国
電 子 工 業 部電 波伝 播 研 究 所 研 究 員)
都 桿　(Mr.　Zou　Han,　中 国 科 学 院 大 気 物 理
研 究 所 助 理 研 究 員)
ll月10日一11月11日 韓 産 廃　(Mr.　Huan　Jan　Kan,
中 国 科 学 院 蘭 州 氷 河 凍 土 研 究 所研 究 員)
11月8日 ～】1月10R　Mr,　HARGRAVES,　G.　(カリ フ
ォ ルニ ア 大学 サ ンデ ィエ ゴ ス ク リプ ス海 洋 研
究 所 技官)
ll月10日～ll月11日　 Dr、　GILLE,　J.　C.　(米国 大 気 科 学
11月17日
11月25日
11月28日
元 年1月25日 一1月29日
1月31日～2月3日
1月30日～2」]5日
2月2日
2月8H～2刀11日
2月8日 ～2月ll日
2月16月～2月25日
Dr,　KIRCHNER,　S,　(同
2月14日 解 思 梅　 (Mr.　Xle　Simei,　中 国 国 家 海 洋 局
国 家 海 洋環 境 予 報研 究 セ ン ター 主任 研 究 員)
3月1日 ～3月7日 　 Mr.　KROON,　B.　(アラ ス カ 大 学
水 産 普 及 プ ロ グ ラム助 手)
3月3[.i～3月4日　 Dr.　BIRCK,　J.　L.　(パリ大 学 地 球
物 理 研 究 所 助 手)
3月17日　 Dr.　HAWKINS,　R,　K.　(カナ ダ ・リモ ー トセ
ンシ ングセ ン タ ー主 任 研 究 員)
3月27日～3月31日　 Dr.　VIJAYALASKSHLITH・
MIN.　(イン ド国立 海 洋 研 究 所 海 洋 生 物 部 長)
3月29日　 Dr.　WILSON,　S.　(米国 航 空 宇 宙 局 海 洋 及 び
氷 研 究 部 長)
3月31日一4月3日 　 Dr,　PIMIENTA,　P.　(グル ノー ブ
ル 氷 河 ・地 球 物 理 研 究 所 研 究 員)
Dr.　KIRCHNER.　S.　(同 研 究 員)
Dr.　FENIET,　C.　(1司研 究 員)
4月1日 呂 培 頂　(ASSO,　Prof.　LuPeidlng,　中国 国
家 海 洋 局 第 ・・海 洋 研 究 所 副 研 究 員)
黄 鳳 鵬　(Mr、　Huang　Fengpeng,　同 研 究 所
工 程 師)
研 究 セ ン タ ー部 長,京 都 大 学 超 高 層 電 波研 究
セ ン ター 外 国 人 客 員教 授)
Dr.　CORELL.　R.　W.　(NSF地球 科 学 担 当 副
長 官)
Dr.　DEANGELIS,　A,　(NSF東京 事 務 所 長)
Dr,　SANDHOLT,　P,　E.　(オス ロ 大学 助 教 授)
Prof.　EBBESSON,　S.　0.　E,　(アラ ス カ 大 学
海 洋 研 究 所教 授)
マ1圭 大　(Dr.　Cho　Kyu・Dae,
釜 山 水産 大学 海 洋 科学 研 究所 長)
鄭 禍 根 　(Prof.　Chung　Bok.Kun,　慶 煕 大 学:
基 礎 科 学 研 究 所 長)
章 基 弘 　(Prof.　Chang　Ki・Hong,　慶 北 大学
教 授)
崔 柄 斗　(Prof、　Choi　Byung・Du,　ソ ウ ル大
学 自然科 学 総 合研 究 所 長)
鄭 勝 政(・ ・・… ㎎ ・・ung-・・ng,大・ 民 ●
国 文教 部)
　 　 　 　 Mr.　LELIWA-KOPYSTYNSKI,
W、(ワ ル シ ャ ワ大学 研 究 員)
Prof.　LANGWAY,　Jr.　C,　C.に
ユー ヨー ク州立 大学 バ ッ フ ァロ ー校 教 授)
Dr.　LILLBERG,　J.　〔ラ ップ ラ ン ド大 学 北 極
セ ン ター事 務 局 長)
Dr.　THOMAS ,　R.　H.　(米国 航 空
宇 宙 局 本 部 主 任 研 究 員)
Dr.　MARTIN,　S.　(ワシ ン トン大
学主 任研 究 員)
Dr.　PIMIENTA,　P.　(グル ノー ブ
ル氷 河 ・地 球 物 理 研 究所 研 究 員)
研 究 員)
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揚 板 濤 　(Mr.　Yang　Zhendao,武漢 測 桧 科
技 大 学 講 師>
4月5日 　 Dr.　WILHEIT,　T.　(米国航 空 宇 宙 局 ゴー ダ ー
ド宇 宙 飛 行 セ ン ター海 洋 部 長)
4月13日～4月15日 　 Dr,　ELLIS,　D,　J.　(オー ス トラ リ
ア国 立 大 学 上 級 講師)
4月13日一4月15日　 Mr.　JAYATILEKE,　S.　(スリ ラ
ン カ国 立 科 学 技 術 研 究 所 主任 研 究 官)
4月18日 朴 煩 権　 〔Dr.　Byong　Kwon　Park.　韓 国 科
学 技 術 院 海 洋 研 究所 長)
梁 才 三　(Dr,　Jae　Sam　Yang.　同 海 洋 研
究 所 先 任 研 究 員)
金 銭 榮　(Mr.　Hyun　Yeong　Kim,　同 国 際
協 力 課 長)
金 銀 沫(Mr.　Eun　Soo　Kim,同 研 究 員)
4月25日
4∫]29日～5月8日
5月9日
5月11日～5月18日
5月12日～5月15日
5月23日
5月24日～5月26日
6月7日
Prof.　GORBACHEV,　N,　S,　(ソ連 科 学 ア カ
デ ミー実 験 鉱物 学研 究 所 教 授)
Prof.　PERCHUK,　L.し(モ ス ク ワ大 学 教 授)
Dr,　MARAKUSHEV,　A,　A.　〔同 研 究 員)
Mr,　JAYATILEKE,　S.　(スリ ラ
ンカ 国立 科 学 技 術 研 究 所 主任 研 究 官)
Prof.　DUNLOP.　D.　J,　(トロ ン ト大 学 教授)
Dr,　WEBER,　L.　H.　(米国 科 学 財
団 国 際関 係 部職 員)
Dr.　REDDY,　C.　A.　〔イ ン ド宇 宙
観 測 所主 任 研 究 員 〉
温 保 隼　(Prof.　Wen　Baohua,　青 島 海 洋 大
学 教 授)
Dr.　OHTA,　Y.　(ノル ウ ェ ー 極 地
研 究 所研 究 則
Mr.　WILLIAMS,　J.　H.　(香港 英 軍 司 令 部 地
理 部 先 任 将 校)
第14回南極胆石シンポジウム出席者
6月4日 一6月10日　 Prof、　LIPSCHUTZ.　M.　E.　(パデ
ュー 大学 教 授)
6月5日 一6月9日 　 Dr,　FIREMAN,　E.　L,　(ハー バ ー
ド ・ス ミソ ニ ア ン天文 セ ン ター研 究 員)
Dr,　NISHIIZUMI,　K (カリフ ォ ルニ ア 大 学
サ ンデ ィエ ゴ校助 手)
Dr.　KALLEMEYN,　G.　W.　(カリ フ ォル ニ ア
大 学 ロサ ンゼ ル ス校 助 手)
Dr.　ZOLENSKY,　M.　E,　(米国 航 空 宇 宙 局 研
究 員)
Dr.　FRANCHI,　1.　(英オ ー プ ン大 学助 手)
Prof.　DANON,　J.　(ブラ ジ ル 物 理 研 究 所 教
授)
Dr,　ZBIK.　M,　(ワル シ ャ ワ大 学 講 師)
観測隊だより
昭和基地
8月に入って日増しに日照時間が長くな り,春の訪れ
を感 じるようになるとともに,基 地の雰囲気も明るくな
って来た.生活時間帯も冬日課から平常日課に戻 り,野
外活動も活発に行われるようになった.月 の前半は比較
的好天に恵まれたため,み ずほ旅行の準備であるS-16
への燃料橋デポも順調に行われた.12日,全ての準備を
整えたみずほ旅行隊6名 が基地を出発した.同 旅行隊は
みずほ基地滞在中の1日 間のみ晴天だった他は.連 日ブ
リザー ドやホワイトアウトに見舞われ難航 したものの27
日無事帰投 した.そ の間|1ft和基地でも4回のブリザー ド
が記録されるなど悪天が続いたが,下 旬からはそれまで
と打 って変わって好天が続いた.大 陸での活動ばか りで
はなく,とっつき岬や西オングル島,ラ ングホブデなど
基地周辺での野外活動もブリザードの合間を縫って行わ
れた.悪 天のためフライトの見通 しが立たなかった航空
機も初旬に試験飛行が終了し,ルー ト慣熟飛行,航 空観
測が実施された.今,基 地では9月 中旬に出発を予定 し
ている第2回 みずほ旅行に向け引続き雪上車整備,旅 行
用食糧作 り,観測準備が進められ,慌 しい毎日を送って
いる.
あすか観測拠点
日差 しは日に日に強 くな り,8月下旬の 日射量は初旬
に比べて20～30倍にも達 して急速に春の訪れを感 じるよ
うになった.し か し,7月から続いている強風は8月 に
なっても衰えず,加 えて極端に視程の悪いブリザー ドも
多 く外出には細心の注意が要求された.気 温は比較的高
めに経過 しているものの南極の自然の厳しさを再認識 さ
せられた月で もあった.この連日の強風の中で も,合間
を縫って野外作業が行われ,雪 上車の整備や雪面下に雪
洞を堀って食糧庫を新設するなど種々の作業が順調に行
われた,一 方生活に欠かすことのできない水を作るため
の造水槽が不調であったため,水使用の制限を余儀な く
されていたが,幸 い部品交換で復旧 し制限 も解除された.
下旬には吹 き続いた強風 も一時収 まるかに見えたが,穏
やかな日は三日と続かなかった.しか し,長かった冬も
終 りを告げ,春の訪れとともに全員の協力の下,新 しい
隊の受入れ準備が着々と進められている.
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　C|imatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stations)
平 均 気 温(Meantemp.)　 (℃)
最 高 気 温(Max,temp.)(℃)
最 低 気 温(Min.　ternp.)　(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　 pressure,　sea　level)　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Mean　 vapour　pressure)　(mb)
平 均 相 対 湿 度(Mean　 relatlve　humidity)　(96)
平 均 風 速(Mean　 wlnd　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分間 平 均(Max,　 wind　speed,　 　 　 　 　 　 　 　 　
10.rnin.　rnean)　(m/s)
瞬 間 最 大 風 速(Gust)　 (m/s)
平 均 雲 量(Mean　 c]oud　cover)　(1/10)
快 晴 日 数 　(Number　of　clear　days)
昭 和 基 地
(Syowa:89532)
5月(May,)
一21
.1
一6 .8
一38 .5
979.7
0.9
66
4,1
23.6(4.ENE)
29.5(4,NE)
6.0
6
6月(Jun・ 〉
一18
.6
一5
,6
一35
.8
982,6
1.1
65
5.8
33.0(30.NE)
あ す か観 測 拠 点
(Asuka:89524)
5月(May.)
一29 .2
一18
,1
一42
、9
6月(Jun、)
一24
、3
一15
.0
一40 .0
863.0
　(station　pressure)
8,1
19.8(31.ESE)
866.1
11,8
28.2(7,SE)
43,1(30、NE)24.5(30,ESE)343(7.SE)
7.1
4
【極地豆事典】
雪 洞
屋根がけ前の排水パイプ用トレンチ
みずほ基地やあすか観測拠点等の氷床上の基地には
多 くの雪洞がある.特 にみずほ基地は,迷路の様につ
ながっている.こ れらのほとんどは,ス ノー ドリフ ト
で建物が埋没した後に電気チェーンソー等で掘削 した
もので,基 地建設当初から計画 したのではな く,年々
掘 り進んできたものである.こ れに対 して,あ すか観
測拠点の発電棟 と観測棟を結ぶ通路や,通 路棟から風
下に約50m離れた排水パイプ用雪洞は,ブ ル ドーザー
シ ョベルやロータリー除雪車で雪面か ら掘削 した計画
的なものである.
この方法は,カ ットアン ドカバー法 と呼 ばれ,グ
リーランドの氷床施設や南極のバー ド基地の建設に威
力を発揮 した方法である.こ れは大まかに4段 階の工
事より成っている.1.トレンチを掘削する,2.アー チ
状のコルゲー ト(波状)鉄 板で屋根を葺 く.3.屋根の
上に"ピ ータースノー"と 呼ばれるロータリー除雪車
で砕いた粉雪をかける.4.屋根上の雪が固まったらコ
ルゲート鉄板を取 り除く.
この工法で重要なのは,粉 雪 をかけることである.
これにより,雲粒同士が短い時間で くっつき合い,固
くなる.ま た,固 まったら鉄板を取 り除 く事も重要で
ある.これは,は ずした鉄板が別の屋根工事に次々に
使えることの他 に,天井の垂れ下が りに対処で きるか
らである.雪洞は,雪 の塑性変形のため,時 間 ととも
に天井が垂れ下がって来る.こ れを支えようとすると,
強度の大きな構造の物が必要で,そ うでないものは雪
とともに変形してしまう.みずほ基地では,かつて設
置 した鋼材が曲がって しまったものや,折 れた角材な
どがみられる.こ れらはいつ破断するかわからず非常
に危険である.
あすか観測拠点の当初から計画 した雪1同は,このこ
とを予想 して,建 物のパネルを梱包 して持ち込んだ厚
手のダンボールを使って屋根を葺いた後,カ ッターナ
イフで切断 し取 り除いてで きた.こ のため,垂 れてく
る雪 を定期的に切り落とせば空間を確保できるし,こ
の雪は飴のようにじわ りじわ りと沈下してくるので,
急速な破壊 もなく安全である.
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